














姫君を「落窪」の呼称で呼び 縫い物の強要をし、粗末 衣服を着させ、調度品を奪取すると う類の虐待が挙げられる。つまり、日常生活における様々な場面で北の方（継母）は落窪の にイジメの目を向けるのである。そして決定的な虐待としては、何といってもやはり落窪の と典薬助と 結婚の画策が挙げられる。
次に報復に関して述べる。これには、四の君と面白の駒との結婚、















中納言に対して八構、七十賀を催したこと、中納言を大納言にしたこと、三条殿の権利書を寄贈したことが挙げられる。更に範囲を広げて考えると、夫との関係 破綻させてしまっていた四の君 帥との結婚を成立させ 三の君には中宮御匣殿という社会的地位を与えたこと、中納言家の人々へ様々な贈り物をしたこ も報恩として認められるであろう。
物語展開の各部の内容に触れたところで、話を道頼の人物像に戻






















ず、気の毒なという同情と興味本位だけで彼女に近づこうとしている。しかし、興味本位だから いって道頼はどんな女性が相手でも構わないということは決してない。その女性が可愛 ことが彼にとっては大前提な である。つまり、彼にとっては、その女性が可愛くなければ必要ないということである こ ことにつ て吉田真紀氏は次のように述べて る。
道頼は落窪の君を「見てこそは定むべかなれ」と考えており、













とを「色好み」だと評してい しかし私は、この道頼の発言から面食い・色好みという特徴はもちろんだが、更に彼のユーモア を感じる。帯刀 発言への返事が妙に機知に富んでいるとは言えないだろうか。特にⅡなどはそ 顕著な一例であろう。 「もし姫君の姿が可愛くなく期待外れだったらどうするか」と言う帯刀に対 て、道頼は「姫君に会わない」と直接的に断るのではなく、 「笠を手に取るのももどかし 、袖 被って帰る けだ」と かにも遠回しにそして余裕をたっぷりと見せて帯刀に対応するのであ
この二つの用例は、道頼のユーモア性を示す発言の中でも、落窪









つまり落窪姫君の存在を知る場面である。既に道頼は継母（中納言家）への復讐を決意しているのであるが（中納言一家は復讐されることなど予期していない） 、ちょうどこの頃、道頼 は中納言家の四の君 の縁談の話が進んでいた。つまり、この台詞の中の〈二人の妻〉や〈他 女性〉と うのは、落窪姫君ともう一人、四の君の存在を示していることになる。しか 勿論、道頼の心に四の君の存在などはなく、彼が愛しているのは落窪姫君だけである。では最後まで落窪姫君ただ一人を 、一夫一妻制を貫き通したに 拘らずなぜ道頼はこのような好色めいた発言をした であろうか。
一つには、その後の第一の復讐（四の君と面白の駒との身代わり
































































りこの 例に於いては、道頼が同じ記事の台詞や感情の描写の中 、報復と同時に報恩に対する決意も語っている である。これは異常なことではなかろうか。道頼は「北の方を打ち殺さばや」 、 「北の方に、心惑はするば り 、ねたき目見せむ」と並々ならぬ報復の決意を複数回口に である。そ ような状態 人間が同時にその先のことまで冷静 考えるのは、非常 難 いこと ように思 れる。しかしそれかといって、どちら に妥協 る いうこ もなく、道頼は報復にも 恩にも大真面目であり、実際にそれらを見事に遂行する である。 の意志の強さ、そして並々ならぬ実行力
こそが、 「報復から報恩までの一糸乱れぬ決意の固さ」を実感させる所以である。
提示した以上の二点「①余裕とも感じさせる機知に富んだユーモ




『落窪物語』を考察するにあたり、道頼の行動真意を分析すること抜きに論ずることは出来ない。なぜならば、この物語 流れの主導権を握っているのが道頼だからである。もちろん、他の登場人物の利害関係が絡み合うことでこの物語が成立することは当然 こであるが、虐待から報復そして報恩へと う展開の指揮を るのはやはり道頼に他ならない。更にいえば、道頼の存在の発覚によって落窪姫君へ 虐待が深刻化したという点を考えれば、道頼は多少虐待の原因を作ったと言えるかも知れない。つまり、道頼は虐待・報復・報恩という三部の構成全て 他の誰よ も影響してい である。なぜ道頼は報復・報恩を決意しなければならなかったのか。これ















わされたのだから、その仕返しとして継母（中納言家）を痛い目に逢わせるのは当然という考え方の上 成り立つ。その徹底したへ向ける彼のエネルギーは、前述した「一糸乱れぬ決意 固さ」という道頼の性格にも充分通ずる。しか このように考えた場合、報復の理由はこれで説明がつ しても、報恩につい はどうであろうか。最愛の人への愛情を報復という手段によって示すならば、物語はそこで完結しても良い ではないだろうか。報復を済ませることで落窪姫君 痛み 帳消しになり、愛情も示すことが出来たと考えられる。それにも関わらず、報恩 、しかも報復を決意するのと同時に決意した道頼の意図は何であろうか。日暮佐緒里氏は次のように説明している。
姫君を愛するばかりに、北の方に何とかして仕返しをしてや













たために虐待が悪化し、典薬助との一件をも引き起こしてしまったという負い目を感じ、報復・報恩を決意したと考えておられる。確かに、道頼の出現によって継母の怒りが増幅 、虐待が悪化したということは事実である。しかし、それが報復・報恩の原動力 ったのかというとやはり疑問が残る。というのは、負い目や罪悪感を感じるくらいならば、そもそも落窪姫君の前に現れたり、彼女を救出することなどし ければ良かったと、道頼が思っているのかどう
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「Ⅰ落窪姫君への愛情を示すため」 「Ⅱ権力行使活動を正当化するため」という二つの立場を示してきたが、果たしてその真相はどうなのであろうか。私は当初、前者の立場を支持していたが、道頼にこのような徹底した行動をとらせた作者の真意を考えるとやはり後者の方が適当 のではないかと考える。この権力行使説を支持するにあたっては、そもそも道頼の権力とは如何程なのか、そ その権力は道頼が報復と報恩を実行する根拠 なり得るほど強固なものだったのか、という点について考える必要があろう。道頼の官位昇進については以下のよ る。当初 左少将で ったが、巻二において三位中将、そし 中納言兼衛門督となる。そして巻三におて大納言兼大将へと出世 、巻四 お は左大将さ に太政大臣へと昇りつめる。官職名を列挙しただけで 順調にエリートコースを歩んでいることが分かるが、大納言就任後には「こ 納言 、まして、二十余にて、いと清げにて、ものものしく 〈巻三
　
六五
頁〉 」 、太政大臣就任後には「まだ四十になり給は 、位を定め給へることよ〈巻四
　
一四九頁〉 」と人々が彼の年齢の若さをもてはや
している点からは それが相当順調なも だったとい ことが更に印象づけられる。 かし、道頼の官位昇進の順調さを示しただけそれが報復・報恩において彼が権力を行使する根拠になり得 とするのはやや早合点のように思われる。そ で注目したい は道頼
権力が実際に人々にどれほど認められていたのかという点である。物語中において人々が実際に、道頼の権力を素晴らし ものだと評価していたのであれば、それは権力行使説を支える裏づけとなり得るのではな だろうか。そしてそのような描写が物語中には複数回現れ ある。　　　
「左少将」時代
































































テージにおいて権力の偉大さと、そ 有能 を人々に褒め称えられているのである。さらに注目すべき 描写の一部を列挙したが、左大臣時代〈巻四
　
一〇六頁〉における場面である。ここには十五






いうポストを重病 舅である老中納言に譲るの る。いくら死が目前の中納言に報恩をし尽くすといっても、かつて恨みを抱 ていた落窪姫君の実父である。心優しい落窪姫君の望みのため、あるいは同情ゆえと考えたとしてもやや正当性に欠ける ではないだろうか。私はここに道頼の自負が存在す のではないかと考え 。つまり、たとえ自分の大納言 ポストを譲ったとしても、もう自分 権力や信用は揺らぐことはあり得ない、むしろ親孝行息子としてより評価が高まるので ないか、というような自信の顕れ うこ である。そしてそのままその譲位 提案は、右大臣や帝にもすんなり受け入れられるのである。やはりこの場面 道頼の権勢の素晴らしさを示す重要性を持つと考え れよう。
おわりに
『落窪物語』における男主人公、少将道頼について、その発言を基に性格や人物像 探り、徹底 た活躍ぶりを見せる報復・報恩部における彼の行動原理を考えてきた。道頼 権勢の偉大さが複数、そして悉く描写されていることを根拠に、私は彼の行動の原動力には、落窪姫君への愛情というよりは「権力行使 動を正当化す ため」という目的が作者によって組み立てられているように考える。容姿が美しくて出自もよく、帝からの信頼も厚くて順調に出世の道を歩んだ道頼にはもはや誰 手にも止められない勢い ある。そし
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てそのような描き方をすることで、作者は当時では最大限の権力を有する男君の可能性あるいは理想性を文章という形 残しておきたかったのではないだろうか。
尚、本論における本文の引用は、室城秀之訳注『新版
　
落窪物語
　
上
　
現代語訳付き』 『新版
　
落窪物語
　
下
　
現代語訳付き』
（角川学
芸出版、二〇〇四年二月）
に拠る。室城氏の訳注は、宮内庁書陵部蔵
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